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前回
ぜんかい

（第
だい

712号
ごう

）で説明
せつめい

したとおり、恒星には、質量
しつりょう

が小
ちい

さすぎ

て（太陽
たいよう

の 0.08倍
ばい

未満
み ま ん

）そもそも主
しゅ

系列
けいれつ

星
せい

になれない星
ほし

や、質量が

少し小さい（太陽の半分
はんぶん

未満）ため核融合
かくゆうごう

が盛
さか

んにおこらず、赤色
せきしょく

巨星
きょせい

にならないまま、宇宙
うちゅう

の年齢
ねんれい

の約
やく

138億年
おくねん

よりずっと長
なが

い、約

2千億年
せん    

も主系列星であり続
つづ

け、その後
ご

、水素
す い そ

が全
すべ

てヘリウムに変
か

わ

ると核融合がそれ以上
いじょう

進
すす

まない「ヘリウム白色矮
はくしょくわい

星
せい

」となると考
かんが

え

られる主系列星もありますが、太陽の半分以上の質量の恒星は、主系列星の状態
じょうたい

で長
なが

い時間
じ か ん

をすごした後
あと

に

赤色巨星へと進化
し ん か

し、質量の大
おお

きさによりその後の進化は異
こと

なります。赤色巨星へと進化した恒星のうち、

質量が太陽の半分以上から８倍くらいまでの恒星の場合
ば あ い

、前回説明したとおり、赤色巨星の中心核
ちゅうしんかく

が炭素
た ん そ

と

酸素
さ ん そ

となり、その外側
そとがわ

のヘリウムの核融合で中心核の周
まわ

りのガスの層
そう

が膨張
ぼうちょう

し、中心核から離
はな

れれば離れる

ほど外側へ流
なが

れ出
で

て層自体
じ た い

が薄
うす

くなり、やがてヘリウムの核融合が終
お

わると、炭素と酸素の核
かく

の周
まわ

りに、薄

く分散
ぶんさん

したガスが取
と

り巻
ま

くようになります。この核は非常
ひじょう

に小さく高密度
こうみつど

（１㎤あたり 1ｔほど）で高温
こうおん

の

ため白
しろ

く光
ひか

ることから「白色矮星」と呼
よ

ばれます。また、その周りで取り巻くガスは惑星状
わくせいじょう

星雲
せいうん

と呼
よ

ばれ、

白色矮星の光
ひかり

を受
う

けて輝いて見
み

えます。白色矮星はこれ以上核融合を起
お

こさないのでゆっくりと冷
ひ

え、熱
ねつ

と

光
ひかり

を失
うしな

って暗
くら

い天体
てんたい

となり、やがて惑星状星雲も見えなくなります。では、質量が太陽の８倍より大きい

と、どうなるでしょうか。どれも興味
きょうみ

深
ぶか

い最期
さ い ご

なので、予想
よ そ う

しながら次回
じ か い

以降
い こ う

の説明をお待
ま

ちください。 

 
 
 
 

カペラは黄白色
おうはくしょく

に輝く１等
とう

星で、全天
ぜんてん

で６番目
ば ん め

に

明
あか

るく、１等星の中
なか

では最
もっと

も北
きた

に位置し、真夏
ま な つ

を除
のぞ

けばほぼ１年中
ねんちゅう

、北の空
そら

に見ることができます。１

つの恒星に見えますが実
じつ

は連星
れんせい

系
けい

で、２つの恒星が

約１億 ㎞
キロメートル

（太陽と地球
ちきゅう

ほどの距離
き ょ り

）離
はな

れて、

104 日の周期
しゅうき

でお互いの周りを回
まわ

り合っています。

この２つの恒星は、主系列星を終え赤色巨星へと進

化する途中
とちゅう

の黄色
おうしょく

巨星で、それぞれの恒星はどちらも、重
おも

さ（質量）が太陽の約 2.5倍、大きさ（直径
ちょっけい

）

は太陽の約 10 倍もあります。また、星の名前
な ま え

のカペラは、ラテン語
ご

で「雌
めす

の子ヤギ」という意味
い み

で、星座
せ い ざ

絵
え

では、カペラの辺
あた

りに馭
ぎょ

者
しゃ

（馬車
ば し ゃ

を走
はし

らせる人
ひと

）に抱
だ

かれた子ヤギが描
か

かれます。 

 
 
 
 

１月の中旬
じゅん

は、宵
よい

の南の空高
たか

くに明るく輝く木星がとても

目立
め だ

っています。18 日には木星の西側
にしがわ

に上弦
じょうげん

の月が近
ちか

づき、

19 日の夜
よる

になると月は少
すこ

し太
ふと

くなって木星の東側
ひがしがわ

に移動
い ど う

して

います。明るい木星に半月前後
はんつきまえご

の月が寄
よ

り添
そ

い、並
なら

んで輝
かがや

く

様子
よ う す

は美
うつく

しく見応
ごた

えがあるでしょう。そして木星を追
お

いかける

ように、東の空から冬
ふゆ

の星座が昇
のぼ

ってきます。 

冬の星座は、１年の中でも１等星が１番多
おお

いので、どれも見つけやすいと思
おも

います。月明
つ き あ

かりに負
ま

けずに輝く

１等星を目印
めじるし

に星座を探
さが

してみましょう。寒
さむ

いので風邪
か ぜ

をひかないように、暖
あたた

かい服装
ふくそう

で観察
かんさつ

してください。 
 
 

☆ 1 月のプラネタリウムの内容については、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆☆ 

☆ プラネタリウムのお休み １／１５(月)、１７(水)、２２(月)～２４(水)、２９(月) 

 

 

豊川市ジオスペース館 

星の名 カペラ 
星  座 ぎょしゃ座 
明るさ 0.1等級 
距  離 42光年 

★ 月
つき

が木星
もくせい

に接近
せっきん

 

★ 恒星
こうせい

の一生
いっしょう

（進化
し ん か

） その４ 

星図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

Credit: NASA, ESA, HEIC, and The Hubble Heritage Team (STScI/AURA) 

夕方６時頃の月の位置 

1/18 

1/17 

1/19 

1/20 

惑星状星雲の例（キャッツアイ星雲：NGC6543） 

中心の点が白色矮星 

カペラ Aa 

カペラ Ab 

       
      

太陽 

★ ぎょしゃ座
ざ

α
アルファ

星
せい

「カペラ」 

月は大きさを強調して描いています 



 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
                 

 

 

 

 

 

★  １月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  宇宙ステーション (豊川での主なデータ  １ /１５～３ 1) ※下記時刻は、予想値です 

  

◇ １月１５日（月） [ 見やすさ ◎ ]  １８：１２ 南西  ～ １８：１７ 北東（ISS） 

◇ １月１7 日（水） [ 見やすさ ◎ ]  １８：１２  西   ～ １８：１７ 北北東（ISS） 

◇ １月１９日（金） [ 見やすさ ◎ ]  １８：１２ 北西  ～ １８：１６ 東北東（CSS） 

◇ １月２１日（日） [ 見やすさ ◎ ]  １７：４５ 西北西 ～ １７：５１ 東南東（CSS） 

 

１７日（水） 金星
きんせい

とケレスが接近
せっきん

 

１８日（木） 🌓 上弦
じょうげん

、月面
げつめん

Ｘ
エックス

が観察
かんさつ

できる、月と木星が接近 

２０日（土） 大寒
だいかん

、月とすばるが接近 

 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）中国宇宙ステーション（CSS）は、明るい星

が動いているように見えます。飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

２４日（水） 月とポルックスが接近、 

ふたご座
ざ

υ
ユプシロン

星
せい

（4.1等
とう

）の食 

２６日（金） 〇 満月
まんげつ

 

２８日（日） 水星
すいせい

と火星
か せ い

が大
だい

接近 
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